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【背景・目的】 

放射線による白内障発生の閾値は、今まで考えられてきたものより低いとの報告があり、放射線を扱う医療従事者、特にIVR従

事者における被曝線量管理の重要性は増してきている。 

また、リアルタイムで術者の被曝線量が管理できる個人被ばく線量計があれば、従事者の被曝低減につながる。 

第1報に引き続き、本報では、RaySafe i2が実際の医療現場での被ばく低減に有用であるか否かを基礎検討するため、個人被

ばく線量計として一般的なポケット線量計（日立アロカ社製のPDM117及び127）を用いて、基本性能を比較した。 

【方法】 

基本性能の検証(比較)は大きく分けて以下の4項目で行った。 

線量依存性、線量率依存性、方向依存性と後方散乱、電磁波干渉 

【結果・考察】 

(1) 線量依存性 

RaySafe i2は、ポケット線量計(PDM117,127)同様、積算線量の値が高くなっても直線性は保たれていた。 

(2) 線量率依存性 

RaySafe i2において高線量率測定時に精度の低下が見られたが、本線量計は散乱線の計測が主目的であるので臨床の

現場での使用には問題ないと考える。 

(3) 方向依存性と後方散乱 

RaySafe i2はポケット線量計に比べ多方向に感度があり、全体的にポケット線量計よりも感度は良好であることがわかった。

後方散乱に関しては、線量計の裏面からの検出感度が高いことが分かったが通常の使用では問題ないと考える。 

(4) 電磁波干渉 

RaySafe i2はPDM117に比べ携帯電話の電波の影響を強く受けるが、二つを離して使うか個人線量計を遮蔽シールドに入

れることにより、電波の影響をなくすことが可能であることがわかった。 

【結語】 

今回検証したRaySafe i2は、ポケット線量計と比較しても遜色ない性能を示していた。RaySafe i2は個人の被曝線量計としての

性能はもちろんのこと、モニターを通して従事者の被曝線量をリアルタイムに管理することが可能なことから、医療従事者被ばく

の低減に大きく寄与することが期待される。 
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